
３

　
私
は
大
阪
市
生
ま
れ
な
の
で
す
が
、
昭

和
三
十
六
年
こ
ろ
に
は
夙
川
に
住
ん
で
お

り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
神
戸
の
甲
南

女
子
高
等
学
校
へ
と
通
い
ま
し
た
。

　
森
の
家
は
、
明
治
二
十
七
年
に
大
阪
で

医
薬
品
製
造
販
売
業
を
創
業
し
た
森
平
兵

衛
が
山
芦
屋
に
住
ま
い
を
構
え
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
家
が
、
終
戦
の
二

日
前
の
空
襲
で
焼
か
れ
た
た
め
、
西
芦
屋

町
に
移
り
、
そ
の
後
山
手
町
に
移
り
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
は
申
し
ま
し
て
も
、
私
は
、
こ
こ

し
か
存
じ
ま
せ
ん
の
で
す
け
れ
ど
…
。

　
私
が
芦
屋
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は

結
婚
し
て
か
ら
で
す
が
、
先
日
、
早
い
も

の
で
「
も
う
三
十
八
年
が
過
ぎ
た
」
と
、

夫
が
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　

　
　
　
　
そ
の
間
、
い
ろ

　
　
　
ん
な
こ
と
が
ご
ざ

　
　
　
い
ま
し
た
が
、
子

　
　
　
育
て
が
落
ち
着
い

た
こ
ろ
に
は
社
会
に
出
て
何
か
お
役
に
立

つ
こ
と
を
し
た
方
が
い
い
と
思
い
、
ま
た

夫
も
賛
成
し
て
く
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
甲
南
学
園
同
窓
会
の
お
世
話
や
、
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
芦
屋
の
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
夫
の
父
・
一
郎
は
、
祖
父
の
薬
品
製
造

会
社
を
継
い
で
お
り
ま
し
た
が
、
夫
が
中

学
生
の
こ
ろ
に
亡
く
な
り
、
祖
母
が
夫
の

成
人
す
る
ま
で
会
社
を
支
え
て
く
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
美
し
い
か
た
で
し
た
。

　
私
は
夫
の
父
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
の

で
す
が
、
た
い
へ
ん
語
学
に
堪
能
な
人

で
、
七
カ
国
語
を
自
由
に
話
し
た
り
で
き

た
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
、
朝
比
奈
隆
さ
ん

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
招
か
れ
た
時
も
、
森
の
父
に
イ
タ
リ
ア

に
招
か
れ
た
時
も
、
森
の
父
に
イ
タ
リ
ア

語
を
習
い
に
来
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
と
き
に
、
父
が
イ
タ
リ
ア
で
バ
イ

オ
リ
ン
を
買
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
朝
比
奈

さ
ん
に
お
願
い
を
し
、
買
っ
て
き
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
今
も
夫
は
そ
の
バ
イ

オ
リ
ン
を
大
切
に
弾
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
余
談
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
三
月

に
は
息
子
が
結
婚
い
た
し
ま
し
て
、
披
露

宴
で
夫
が
そ
の
バ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
現
在
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

芦
屋
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
と
い

う
の
は
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
世
界
最
大

の
女
性
の
奉
仕
団
体
で
す
。

「
国
際
親
善
の
理
解
や
友
情
を
通
じ
て
、

女
性
の
地
位
向
上
や
高
い
倫
理
基
準
、
万

人
の
人
権
や
平
和
・
開
発
・
平
和
を
求
め

努
力
す
る
こ
と
」
と
い
う
目
的
を
掲
げ
、

世
界
百
二
十
五
の
国
と
地
域
に
、
お
よ
そ

三
千
二
百
の
ク
ラ
ブ
と
約
九
万
一
千
人
の

会
員
が
お
り
ま
す
。
日
本
全
域
で
も
、
五

百
五
十
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
一
万
五
千
人

の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
芦
屋
は
、
昨
年

で
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
設
立
以
来
、
及
ば
ず
な
が
ら
で
す
が
、

「
一
・
一
七
あ
し
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
基

金
」
創
設
協
力
金
の
寄
附
や
、
盲
導
犬
育

成
支
援
、
ま
た
市
内
の
全
市
立
小
学
校
に

監
視
カ
メ
ラ
を
寄
贈
し
、
校
内
の
安
全
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
等
の
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
芦
屋
会
員
は
、
十
五
人
で
す
。

少
人
数
で
、
で
き
る
こ
と
も
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
私
ど
も
の
目
的
に
賛
同
い
た

だ
け
る
女
性
の
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
ご
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

●
森
　
房
子
（
も
り
　
ふ
さ
こ
）
氏

　
昭
和
二
十
一
年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。

　
現
在
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
芦
屋

　
会
長
。
「
緑
の
基
本
計
画
市
民
協
働

　
委
員
会
」
市
民
委
員
。

　
昨
年
ま
で
、
甲
南
女
子
学
園
同
窓
会

　
会
長
を
務
め
る
。
山
手
町
在
住
。

夜間(17: 00～9: 00)水道修理工事当番表【５月】

問い合わせ　水道工務課　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所(緯31-2121)
へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

モ
ッ
ト
ー
は
「
明
る
く
 楽
し
く
　

　
難
し
く
考
え
す
ぎ
な
い
」
こ
と

問い合わせ　総合公園管理事務所
緯25-2023/FAX25-2026 問い合わせ　高年福祉課　緯38-2044

市民会議の委員を募集します
「（仮称）芦屋市福祉センター」構想策定への

ご意見をお聞かせください

　「(仮称)芦屋市福祉センター」構想の策定に当たり、市民の皆さんの意見をお聞きする

ため市民会議の委員を募集します。

■募集人数　20人　■資格　市内在住・在勤・在学のかた　■任期　７月31日(火)まで

■報酬　なし　■応募方法　住所（在勤・在学のかたは勤務先・学校名）・氏名・電話番号

・生年月日・性別を記入し、郵送・ファクスまたはメールで５月15日(火)＜必着＞まで

に下記へ。※書式自由　■選考　応募者多数の場合は、公開抽選で決定。公開抽選は、

５月18日（金）午前10時から市役所北館４階会議室８で実施。結果は、郵便で通知します。

問い合わせ　保健福祉部社会福祉施設担当　緯38-2126/FAX38-2160

Ｅメール info＠city.ashiya.hyogo.jp(〒659-8501　住所不要)

阪神間都市計画用途地域等を変更

　第５回用途地域見直しに伴い、４月10日に用途地域等の変更を行いました。

【芦屋市の用途地域等を変更した区域と内容】　　　　　　　　　　  (建ペイ率/容積率)

■南芦屋浜地区　※変更前…第１種住居地域（60/200）・高度地区指定なし

　＜低　層　住　宅　地　区＞　第１種低層住居専用地域(40/80)・第１種高度地区

　＜親　水　住　宅　地　区＞　第１種中高層住居専用地域(60/200)・第２種高度地区

　＜センター・マリーナ地区＞　近隣商業地域(80/200)・第４種高度地区・準防火地域

■高浜地区　※変更前…近隣商業地域(80/200)・第４種高度地区・準防火地域

　＜高　　浜　　地　　区＞　第１種低層住居専用地域(40/80)・第１種高度地区

■潮見町西地区　※変更前…第１種住居地域（60/200）・高度地区指定なし

　＜潮　見　町　西　地　区＞　第１種低層住居専用地域(50/100)・第１種高度地区

■潮見町サブセンター地区　※変更前…第２種中高層住居専用地域（50/100）・第２種高度地区

　＜潮見町サブセンター地区＞　第１種低層住居専用地域(40/80)・第２種高度地区

【変更区域図】　

問い合わせ　都市計画課　緯38-2073
http://www.city.ashiya.hyogo.jp/machidukuri/index.html

　「阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）下水道事業」の事業計画を３月30日

に変更しましたので、下記の通り縦覧します。

■縦覧期間　次期計画の変更があるまでの間(平日の執務時間内)

■縦覧場所　下水道課(消防本部南東側・仮設庁舎)

阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）

下水道事業の事業計画変更の縦覧

問い合わせ　下水道課　緯38-2067

地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」
「中学２年生体験活動週間」にご協力をお願いします

　今年も、地域に学ぶ「トライやる･ウィーク」体験活動週間が始まります。

　中学校２年生を対象に、５日間学校を離れ地域や自然の中で、生徒たちが社会の

ルールやマナーを身につけることを目的に実施します。本年度も、受け入れ可能事

業所としてご協力くださいますようお願いします。

　地域の皆さんには、生徒が働いている姿を温かく見守っていただくなどご支援を

よろしくお願いします。

　■精道中学校・５月28日～６月１日　■山手中学校・６月４日～ ８日

　■潮見中学校・６月11日～15日　■県立芦屋国際中等教育学校・11月12日～16日

問い合わせ　学校教育課　緯38-2087

春の大園遊会 2007 「高齢者のつどい」参加者募集

■日時　５月20日（日）午前10時～午後４時

〈小雨決行〉　■会場　総合公園（陽光町1-1）

■内容　消防・防災体験／飲食／フリーマー

ケット（午後３時30分まで）／音楽／ちびっ子

広場／演芸／キッズサッカー／花苗交換会ほ

か　■アクセス　阪急バス71系統で、総合公

園前バス停下車　■その他　有料駐車場あり

【フリーマーケット出店者募集】

　ファクスに、住所・氏名・電話（FAX）番号・希

望ブース数（３ｍ×３ｍ・1000円）を記入し、総

合公園内・ＰＭＯあしや楽市楽座事務局へ。

　７月７日実施の「高齢者のつどい（演芸フェ

スティバル）」に、参加協力していただける団

体または個人・グループを募集します。

■対象　①市内で活動している10人以上の高

齢者の団体（コーラス・踊り等）で、他の団体に

ない特色をアピールできる団体②プロで、高

齢者のために演目(演芸・演奏・独唱等)を披

露していただけるかた(グループ)

■募集数　①１団体②１人または１グループ

■発表時間　①10分程度②15～20分程度　

■応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記

入し、５月15日（火）までに下記へ。

当番日TEL店　名

１､７､13､19､2522-3565序神明商会

２､８､14､20､26､3122-3552中央水道工務所

３､９､15､21､2722-0706原田商会

４､17､23､2932-6302㈲大阪商会

５､11､2422-6900西岡設備工業所

６､12､18､3031-8548前忠工業㈱

10､16､22､2822-3708越智商会

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

広報あしや●　平成19年（2007年）５ 月　１　日号　No.96３2

「錦の美－光峯の織物美術」

　
高
浜
用
地
の
宅
地
造
成
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
の
で
、
五
月
十
二
日
（
土
）
か
ら
、
全

百
二
十
六
区
画
の
う
ち
第
一
期
分
と
し
て

三
十
五
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
五
月
十
二
日
～
二
十
日

■
受
付
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　（
最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で
）

■
受
付
場
所
　
分
譲
地
内
仮
設
販
売
事
務
所

　
※
郵
送
・
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
応
募
条
件

①
土
地
譲
渡
契
約
締
結
後
、
三
カ
月
以
内
に
、

市
指
定
の
共
同
事
業
者
と
建
物
建
築
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

②
譲
渡
契
約
締
結
後
、
一
年
以
内
に
自
己
の

専
用
住
宅
を
建
設
し
、
入
居
す
る
こ
と
。

■
抽
　
　
選
　
五
月
二
十
日（
日
）
午
後
三
　

　
　
　
　
　
時
三
十
分
か
ら
、
仮
設
販
売
　

　
　
　
　
　
事
務
所
で
抽
選
し
ま
す
。

＊
期
間
中
に
応
募
の
な
か
っ
た
宅
地
に
つ

い
て
は
、
募
集
期
間
終
了
後
も
引
き
続

き
受
け
付
け
∧
先
着
順
∨
ま
す
。

■
譲
渡
代
金
の
支
払
等

①
土
地
譲
渡
契
約
締
結
ま
で
に
、
契
約
保
証

　
金（
譲
渡
代
金
の
十
％
）
を
支
払
う
こ
と
。

②
土
地
譲
渡
契
約
締
結
後
三
カ
月
以
内
に
、

建
物
の
建
築
工
事
に
着
手
す
る
場
合
は

着
工
ま
で
に
、
譲
渡
代
金
の
残
額（
九
十

％
）
を
支
払
う
こ
と
。

芦屋高浜「松韻の街」の
   第１期分譲を開始します

問い合わせ　管財・検査課　緯38-2029

■
分
譲
価
格
・
面
積
・
販
売
代
理
者

　
左
表
の
と
お
り

■
分
譲
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
「
芦
屋
高
浜
　
松
韻
の
街
」
友
の
会
事
務
局
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
‐
６
６
６
‐
１
９
４

第１期分譲宅地一覧表

販　売　代　理　者

旭 化 成 ホ ー ム ズ

エス・バイ・エル

住 友 林 業

スウェーデンハウス

セ キ ス イ ハ イ ム 大 阪

積 水 ハ ウ ス

大 和 ハ ウ ス 工 業

ト ヨ タ ホ ー ム 近 畿

パ ナ ホ ー ム

ミ サ ワ ホ ー ム 近 畿

三 井 ホ ー ム

宅地番号

56

62

63

38

39

51

42

53

34

37

65

33

47

57

58

35

44

52

61

32

40

54

59

31

45

48

50

60

64

43

46

49

36

41

55

宅地番号
宅地番号

７番32

７番37

７番36

７番14

７番23

７番27

７番20

７番29

７番10

７番13

７番34

７番９

７番15

７番33

７番41

７番11

７番18

７番28

７番38

７番８

７番22

７番30

７番40

７番７

７番17

７番24

７番26

７番39

７番35

７番19

７番16

７番25

７番12

７番21

７番31

地　番
宅地番号

201.08

209.76

209.65

255.67

208.36

201.47

201.10

200.92

204.23

211.14

301.11

203.92

240.56

211.16

300.59

204.21

201.28

201.80

207.81

211.14

201.25

201.58

209.64

241.31

201.16

213.14

201.30

209.67

209.60

201.14

201.15

201.39

204.17

201.16

201.80

地積(㎡)

36,800,000

42,000,000

41,900,000

47,800,000

41,300,000

36,900,000

38,600,000

36,800,000

37,400,000

39,100,000

61,700,000

37,300,000

49,800,000

40,300,000

60,700,000

37,400,000

38,600,000

36,900,000

41,600,000

38,600,000

38,400,000

36,900,000

41,900,000

45,600,000

38,600,000

40,300,000
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「芦屋市交通バリアフリー基本構想素案」
４人のかたから13件のご意見をいただきました

問い合わせ　都市計画課　緯38-2073

http://www.city.ashiya.hyogo.jp/machidukuri/index.html

　芦屋市交通バリアフリー基本構想策定委員会で議論を重ねて意見をい

ただき、市が作成した「芦屋市交通バリアフリー基本構想素案」について

市民の皆さんからご意見を募集したところ、４人のかたから合計13件の

ご意見等をいただきました。その概要についてお知らせします。

　なお、これらのご意見の内容（要旨）、またご意見に対する市（各特定事

業者を含む）の考え方については、行政情報コーナー・市ホームページ

でもご覧いただけます。

【全体意見】　※は市の考え方

■基本構想素案は丁寧に問題を整理し提示されていると思う。構想内容

　を具体化する際には市民に十分な内容を周知するとともに、検討プロ

　セスの公開や市民の意見を反映し、短期・長期的に具体化していくこ

　とが大切である。

※基本構想策定後は各施設管理者が基本構想に即して具体的な整備内容

　などを定める特定事業計画を策定し、事業を実施することになります。

　素案で利用者の意見の把握や広く市民への情報提供などを行い、ご意

　見を踏まえた取り組みを進めることを記載しています。

【個別意見】　※は市（各特定事業者を含む）の考え方

■阪神芦屋駅について、エレベーターの設置はもちろんエスカレーター

も上り・下り両方設置してほしい。

※エレベーター整備については、素案中にも盛り込んでおり、関係機関

等との調整を図りながら、平成19年度中の供用開始に向けて進めてい

きます。エスカレーターの増設については、構造的な要因から現在の

階段幅員内に設置するしかない状況となりますので、階段幅が狭くな

り、旅客流動に支障をきたす可能性が出てきますので、整備は容易で

はないと考えています。

■電車が運休や遅延運転となった場合、マイクの放送だけでは聴覚に障

　がいのあるかたは何があったのか分からない。案内表示器に緊急情報

　を流してほしい。また、緊急情報を携帯サイトで見ることができるよ

　うにしてほしい。

※阪神電鉄では列車遅延などの異常時の状況に併せて、案内表示器でも

　情報提供を実施しています。また、「30分以上の列車遅延」が発生した

　場合は、携帯サイトにおいても情報提供を実施しています。

　（携帯サイト　http://www.hanshin.co.jp/railinfo/m/index.html）

■駅ホームに、車椅子のかたや子どもでも見えやすい角度・字の大きさ

　の運行情報提供設備があればよい。

※意見を反映し、公共交通特定事業の中に、案内表示器の施設更新時期

　に合わせ、設置場所などを含めて実施を検討していく旨を追加します。

■市民などが連携したフォローアップ体制について、市民と協力して継

続的な取り組みを行い、連携して検討し、利用者の意見を把握、多様

な関係者の参画と書き連ねられているが、周辺地域への利害関係者に

対し積極的な働きかけもなく、一方通行の感を拭えない。

※この基本構想の策定に当たっては、策定委員会やまち歩き点検調査等

　で、多数の高齢者や障がいのあるかた等に参画していただきました。　

　このような取り組みを一過性のものとせず、事業の実施においても利

　用者や地域住民の意見を継続的に把握していきたいと考えています。
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■日時　５月12日～６月３日＜月曜休館＞・

午前10時～午後５時（入館は午後４時30分

まで）　■会場　美術博物館　■観覧料　

一般300（240）円、大高生200（160）円、中学

生以下無料＊( )内は20人以上の団体料金

【講演会】

■日時　５月12日・19日（土）午後２時～３

時30分　■会場　館内講義室　■定員　先

着80人　■申し込み　住所・氏名・電話を

明記し、ファクスで下記へ 

【同時開催】

　コレクション遊覧－旅するまなざし－

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432/FAX38-5434

《美博ミュージアム・コンサート》
ベーゼンドルファーピアノとともに

■日時　５月12日（土）午後５時～６時
30分　■会場　館ホール　■演奏者　
右近恭子（ピアノ）、アフター・アワー
ズ・セッション　■料金　観覧料

《シンポジウム》
美術博物館の1年を振り返って

■日時　５月13日（日）午後２時～　■
会場　ホール　■内容　事業報告・討
論会（要予約）　■料金　観覧料
《ミュージアム・ボランティア養成講座》
■日時　５月19日から毎週土曜日＜全
４回＞午前10時～正午　■申し込み　
５月18日(金)までにファクスで下記へ
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